
第
五
條
岡
甕
師
範
科
生
徒
ニ
ハ
本
内
規
二
依
リ
卒
業
前
二
於
テ
金
七
圃
以

ル
コ
ト
ヲ
得

る
、
最
後
に
結
城
素
明
氏
の
「
竹
林
七
賢
」
と
平
福
百
穂
氏
の
「
東
北
の
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第
四
條
補
給
費
額
ハ
各
科
主
任
赦
官
ノ
見
込
二
依
リ
本
内
規
ョ
リ
減
額
ス

節

藤
龍
涯
氏
の
「
大
佛
供
養
」
で
其
他
に
は
随
分
思
ひ
切
っ
た
珍
作
も
あ

"i
第

ハ
其
作
品
ハ
本
人
二
交
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

漢
」
水
島
爾
保
布
氏
の
「
羅
馬
遣
使
」
鶴
田
機
水
氏
の
「
金
撲
の
夏
」
伊

本
多
天
城
氏
の
「
山
水
」
山
村
耕
花
氏
の
「
湯
女
」
小
泉
青
堂
氏
の
「
羅

ル
場
合
卜
雖
本
校
ノ
所
有
二
蹄
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
三
條

本
内
規
二
依
レ
ル
作
品
ハ
生
徒
二
於
テ
一
部
ノ
材
料
ヲ
自
辮
シ
タ

返
納
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
二
條
材
料
ハ
営
該
教
官
二
於
テ
監
督
シ
残
餘
ヲ
生
ッ
ク
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ

〔卒
業
生
お
よ
び
在
校
生
〕

東
京
美
術
學
校
薔
卒
業
生
の
日
本
霊
家
が
新
た
に

漆
工
科

錨
造
科

が
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
た
だ
し
、

（
三
月
三
十
日
）
は

金
工
科

闘
案
科

同

牙

彫

部

同

木

彫

郡

明
治
四
十
四
年
七
月
十
五
日

東
京
美
術
學
校
生
徒
卒
業
製
作
材
料
補
給
内
規

第
一
條
各
科
卒
業
期
生
徒
ニ
ハ
一
人
二
付
左
記
金
額
ノ
範
園
内
二
於
テ
卒

業
製
作
二
要
ス
ル
材
料
ヲ
補
給
ス

前
項
ノ
費
用
ハ
同
科
内
卜
雖
彼
我
流
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

作
ヲ
許
可
シ
ク
ル
場
合
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ズ

日
本
聾
科

西
洋
畳
科

彫
刻
科
塑
造
部

金
拾
五
闘
以
内

金
拾
五
圃
以
内

金
戴
拾
五
圃
以
内

金
賦
拾
五
圃
以
内

金
咸
拾
五
圃
以
内

金
拾
五
園
以
内

金
四
拾
園
以
内

金
参
拾
五
園
以
内

金
七
拾
五
圃
以
内

但
シ
共
同
製

但
シ
特
二
自
費
ヲ
以
テ
製
作
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
可
ジ
タ
ル
場
合
ニ
ア
リ
テ

内
ノ
製
作
材
料
ヲ
補
給
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

（「畔
明

治

四

十

四

竺

肛

教

務

内

規
、

諸

規

定

書

類

教

務

掛
」）

東
台
画
会

（第一

＼
第
＿
＿
＿
回
展
）

明
治
四
十
四
年
十
二
月
十
七
日
、
本
校
日
本
画
科
の
教
員
、
卒
業
生
、
生
徒

か
ら
成
る
東
台
画
会
が
組
織
さ
れ
た
（
粛
頁
記
事
参
照
）
。
こ
れ
は
単
な
る
同
好

者
の
集
ま
り
で
は
な
く
、
学
校
ぐ
る
み
の
大
組
織
で
、
正
木
直
彦
が
会
長
に
就

任
し
、
結
城
素
明
、
山
脇
皓
雲
、
勝
田
蕉
琴
、
平
田
松
堂
、
松
岡
映
丘
が
委
員

に
任
命
さ
れ
た
。

第

一
回
展
は
翌
四
十
五
年
―
―
一
月
二
十
九
日
よ
り
四
月
四
日
ま
で
本
校
工
芸
部

教
室
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
と
ぎ
は
校
友
会
月
報
に
も
「
出
品
百
餘
貼
に
過
ぎ

ず
、
聯
か
物
足
ら
ざ
る
惑
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
あ
ま
り
成
績
は
上

0
東
嚢
聾
會
展
覧
會

『
東
京
朝
日
新
聞
』

組
織
し
た
る
同
會
は
廿
九
日
よ
り
束
月
四
日
迄
同
校
内
に
第
一
回
展
覧
會

〔
治
〕

を
開
い
て
居
る
、
中
に
就
て
観
る
べ
き
も
の
二
三
を
畢
ぐ
れ
ば
友
田
活
夫

氏
の
「
魚
藍
」
山
下
筑
水
氏
の
「
枯
野
」
吉
原
雅
風
氏
の
「
山
家
の
夏
」

女
」
と
は
例
に
よ
っ
て
群
を
離
れ
た
天
才
的
作
品
で
あ
る
事
を
一
言
し
て

⑪ 
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と
い
う
短
評
を
掲
げ
、
素
明
、
百
穂
の
作
が
抜
群
の
出
来
で
あ
っ
た
こ
と
を
報

じ
て
い
る
。

第
二
回
展
は
大
正
二
年
五
月
三
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
と
き
は
体
制
も
整
い
、
上
野
公
園
竹
の
台
陳
列
館
を
会
場
と
し
て
大
々
的
に

開
催
さ
れ
、
宮
内
省
の
買
上
げ
な
ど
も
あ
っ
た
。
こ
の
展
覧
会
の
際
に
同
会
が

東
宮
大
夫
に
提
出
す
べ
く
作
成
し
た
行
啓
陳
上
書
（
罫
紙
に
墨
書。

正
木
直
彦

印
）
が
現
存
し
て
お
り
、
こ
れ
に
会
則
（
印
刷
物
）
と
会
員
名
簿
が
添
付
さ
れ

て
い
る
の
で
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。
た
だ
し
、
行
啓
は
実
現
せ
ず
、
実
際
は
陳

上
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

東
京
美
術
學
校
ハ
明
治
二
十
年
十
月
四
日
勅
令
第
五
十
一
琥
ヲ
以
テ
設
置
セ

ラ
レ
タ
ル
本
邦
唯
一
ノ
官
立
美
術
學
校
二
有
之
就
中
其
一
分
科
タ
ル
日
本

聾
科
ハ
本
邦
美
術
ノ
沿
革
上
各
分
科
中
最
モ
重
要
ナ
ル
地
位
二
在
リ
創
立
以

来
卒
業
生
ヲ
出
ス
コ
ト
ニ
十
有
三
回
総
人
員
三
百
六
十
一
名
ノ
多
キ
ニ
達
シ

現
二
生
徒
九
十
六
名
ヲ
教
養
致
シ
居
リ
本
校
教
育
ノ
旨
ト
ス
ル
所
深
ク
本
邦

美
術
ノ
歴
史
二
顧
ミ
具
サ
ニ
古
聾
ノ
員
髄
ヲ
究
ム
ル
ト
共
二
廣
ク
世
界
藝
苑

ノ
趨
勢
二
鑑
ミ
大
二
新
聾
ノ
作
興
ヲ
岡
リ
聖
代
ノ
文
化
二
少
補
ア
ラ
ン
コ
ト

ヲ
期
ス
ル
ニ
在
ル
ヲ
以
テ
日
本
甕
科
教
官
卒
業
生
一

同
其
責
任
ノ
重
大
ナ
ル

ヲ
感
シ
妥
ニ
―
同
協
心
数
力
益
々
心
匠
ヲ
錬
磨
シ
技
能
ヲ
熟
達
七
シ
ム
ル
コ

ト
ヲ
圏
リ
作
甕
ヲ
一
堂
二
陳
列
シ
テ
公
衆
ノ
観
覧
二
供
ス
ル
ハ
極
メ
テ
緊
要

ノ
事
ナ
ル
ヲ
思
ヒ
一
昨
明
治
四
十
四
年
十
二
月
職
員
卒
業
生
及
ヒ
生
徒
ョ
リ

成
ル
東
台
甕
會
ヲ
組
織
シ
昨
明
治
四
十
五
年
四
月
第
一
回
箱
甕
展
覧
會
ヲ
東

置
く

洪
恩
ノ
優
渥
ナ
ル
ニ
感
激
シ
益
々
奮
動
努
カ
シ
テ
本
邦
箱
盪
ノ
発
達
ヲ
期
シ

以
テ
政
府
教
養
ノ
趣
旨
二
副
ヒ
得
ヘ
シ
ト
確
信
仕
候
仰
キ
翼
ク
ハ
前
陳
ノ

微
意
可
然
御
仰
上
相
成
候
様
伏
テ
奉
懇
願
候

大
正
二
年
五
月
十
二
日

東
台
霊
會

〔
朱
文
方
印
〕

會
長
従
四
位
勲
四
等
正
木
直
彦
飼

東
台
聾
會
規
則

第
一
條
本
會
ハ
東
蛋
聾
會
卜
稲
ス

第
二
條
本
會
ハ
事
務
所
ヲ
営
分
東
京
美
術
學
校
内
二
置
ク

第
三
條
本
會
ハ
會
員
相
互
ノ
親
睦
ヲ
全
ゥ
シ
技
術
ノ
登
逹
ヲ
闘
ル
ヲ
以
テ

第
四
條

ノ‘

東
宮
大
夫
男
爵
波
多
野
敬
直
殿

目
的
ト
ス

四
百
有
餘
名
ノ
會
員
一
同

京
美
術
學
校
二
於
テ
開
會
致
シ
良
好
ノ
結
果
ヲ
収
メ
候

二
付
今
般
更
二
第
二

回
綸
霊
展
覧
會
ヲ
本
年
五
月
三
日
ョ
リ
五
月
三
十
日
迄
上
野
公
園
竹
之
恐
陳

列
館
二
於
テ
開
設
シ
會
員
ノ
近
作
品
ヲ
陳
列
致
シ
候
慮
陳
列
品
中
優
秀
ノ
モ

ノ
勘
i

カ
ラ
ス
會
員
一
同
努
力
奮
勘
ノ
結
果
モ
相
見
二
候
間
甚
ク
恐
灌
二
堪
ェ

ス
候
へ
共
本
邦
組
聾
御
奨
勘
ノ
御
趣
旨
ヲ
以
テ
特
ニ

行
啓
ヲ
仰
ク
ヲ
得
ハ
本
會
ノ
光
榮
之
二
過
キ
ス

本
會
ハ
東
京
美
術
學
校
日
本
聾
科
卒
業
生
ヲ
正
會
員
ト
シ

同
科
在

學
生
ヲ
準
會
員
ト
シ
前
校
長
及
ヒ
東
京
美
術
摩
校
卒
業
生
ニ
ア
ラ
サ
ル

現
任
日
本
盟
科
数
授
酋
日
本
聾
科
教
授
ヲ
特
別
會
員
二
推
戴
ス
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第
十
五
條
本
規
則
ハ
純
會
ノ
決
議
ヲ
鰹
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
修
正
ス
ル
コ
ト

櫻

井

雪

山

鈴
木
武
之
助

郎

附

則

小
倉
、

ー,_'‘ 
J
 
ー丹
羽
五
十
吉

豊

岡

東

江

ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

知

會
務
中
急
速
ヲ
要
ス
ル
場
合
ニ
ア
リ
テ
ハ
常
務
委
員
過
半
敷
以
上
ノ
決

議
ニ
ョ
リ
會
長
ノ
承
認
ヲ
鰹
テ
臨
機
ノ
慮
置
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得

第
十
一
條
會
務
中
重
要
ノ
事
項
ハ
穂
テ
委
員
ノ
會
議
二
於
テ
議
決
シ
會
長

ノ
認
可
ヲ
得
テ
之
ヲ
行
フ

第
十
二
條
本
會
ハ
會
旨
ヲ
全
フ
セ
ン
カ
為
二
毎
年
一
回
會
員
ノ
作
品
ヲ
集

メ
テ
展
覧
會
ヲ
開
ク
其
規
則
ハ
別
二
之
ヲ
定
ム

第
十
三
條
本
會
ハ
毎
年
度
ノ
初
メ
ニ
於
テ
純
會
ヲ
開
ク

準
會
員
ニ
ア
リ
テ
ハ
委
員
ノ
ミ
出
席
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

但
委
員
會
ノ
議
決
二
依
リ
臨
時
大
會
ヲ
催
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
十
四
條
會
費
ハ
在
京
正
會
員
ハ
年
額
金
壷
圃
五
拾
錢
在
地
方
ノ
正
會
員

ハ
同
金
壼
園
準
會
員
ハ
同
金
五
拾
錢
ト
シ
毎
年
一
月
十
五
日
迄
二
全
納

鈴

川

侶

一

殿
村
左
五
乎要

勝
元

亀

岡

末

吉

小

栗

常

蔵

志

賀

静

山

安

藤

時

蔵

福
原
謙
之
助

高

橋

勇

加

藤

一

郎

佐
藤
榮
三
郎

堤井
上
小
林
高
井

元
吉

菅
原
木
村
桑
名

島
田

肖
哲

山
田
於
菟
三
郎

友
春

原

貫
之
助
雄
長
良
慶
一
意

原

小
島

高
屋

岡
本

倉
田

矢
澤

青
堂
徳
松
光
慎

勝
田
平
田

勝
観
如
等

ム

横
山
嶋
田
鶴
田

佳
突
機
水
松
堂
蕉
琴
弦
月

大
親

溝
口
禎
次
郎

伊

藤

龍

涯

松

岡

映

丘

大
智
中
村
小
泉

白
濱
渡
邊
結
城
香
川
中
村
平
福
内
海
鵜
殿

第
九
條

第
十
條

會

員
正
木

特
別
會
員

男
爵
濱
尾
寺
崎

新
蕨
業

小
堀

福

井

江

亭

ス
ル
モ
ノ
ト
ス

ノ
ト
ス

第
五
條

第
六
條

役
員
ハ
會
長
一
名
評
議
員
若
干
名
及
ヒ
委
員
若
干
名
ト
ス

會
長
ニ
ハ
現
任
東
京
美
術
學
校
長
ヲ
推
ッ
會
務
ノ
綜
理
ヲ
乞
フ
モ

第
七
條
評
議
員
ニ
ハ
正
會
員
中
名
望
ア
ル
モ
ノ
ヲ
推
畢
ス

第
八
條
委
員
ハ
正
會
員
ニ
ア
リ
テ
ハ
各
卒
業
期
毎
ニ
―
名
ヲ
互
選
ッ
準
會

員
ニ
ア
リ
テ
ハ
三
名
ヲ
選
出
シ
各
部
ノ
會
員
ヲ
代
表
シ
テ
會
務
ヲ
分
据

委
員
ノ
任
期
ヲ
一
年
ト
ス
但
ッ
再
選
ヲ
妨
ケ
ス

委
員
中
互
選
二
依
リ
テ
常
務
委
員
七
名
ヲ
設
ヶ
常
務
ヲ
慮
理
七
シ

東
台
書
會
會
員
名
簿下

村

観

山

開

保

之

助

山

脇

鏑

雲

本

多

天

城

蔦

谷

龍

岬

小
林
源
太
郎

戸志有
田賀元
貞轍

武次忠三三陽長輝百岳東素莱
山郎雄郎郎一庚邦穂陵華明渚徴

會

長 ヲ
得
ス

直
彦

岡
倉

登
三
靭
音

久

保

田

鼎

荒

木

寛

畝
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金
子
藤
巻
平
井
乾木
村
村
岡
山
崎

古
田
土
貞
治

秋

野

静

外

腹
巻
勝
太
郎

川

面

義

雄

毛

利

教

定

前

田

千

寸

水

上

泰

生
啓
昌
三
氏
承

橋

爪

雪

城

加
藤
川

崎

周

太

鵜
川
俊
一
―一
郎

岡

村

道

三

大

石

榮

雄

杉

村

倦

吉

桃

井

義

一

生
井
平
太
郎

伊

原

六

郎

中
原
佐
治
郎

有

馬

龍

秀

佐
々
木
惣
三
郎

川

村

東

陽

菅

季

吉

小

貫

廉

永

倉

茂

笹

島

秀

禰

榎
本
正
之
助

有

安

助

―
i

大

村

友

雄

小

沼

直

平
山

青
蹄
謙
一

土

佐

光

井

上

良

介
賢
三
駿
尾
重
信
欽
哉

岡

村

葵

園

伊

勢

寛

一

中

島

次

郎

久
野
亀
之
助

渡
邊
忠
三
郎

護

城

恵

満

藤
井
杉
野
松
太
郎

竹

内

勝

山

邊

知

臣

秋

保

親

美

裔

橋

束

平

西

方

俊

造

葛

揆

一

郎

長
峰
登
良
雄

牧

野

左

武

西
村

賢
秋
民
純
二
天
波扶

季
彦榮

利
正

廣
島
新
太
郎

田

代

猶

喜

田

鎖

秀

峰
俊
彫
義
市
鏑
一
友
郷

徳
田
小
山

赤

羽

知

足

小
倉
善
三
郎

狩
野
筆
谷

御
船

河
晶

堀
江

柏
谷

中
島

清研

久
米

赤

坂

永

丹
羽
善
五
郎
綱
手

勇
馬

飯
尾
駒
太
郎

藤
原
美
治
郎

梶

川

儀

夫

跡
見
三
次
郎

竹
ノ
下
祖
俊

宅

和

鋼

一

前

波

鶴

年

岩
井
石
野
足
立

闘今
井

青
山
足
立
岡
村
井
上

篠
原
長

井

智

登

川
幡
伍
一
郎

篠

田

柏

邦

高

橋

釆

和

川

路

誠

船
越
麻
畑
佐
藤
木
質
谷
喬
壽
誠
信
等
観

伊
藤
小
泉

内
田

永
田
小
森
清
水

野
口

濱
中
半
三
郎

今

田

直

策

山

本

光

汀

川
勝
勘
兵
衛

田

中

國

廣

小
出
魯
一
郎

三

浦

二

郎

松

平

乗

長

清

家

恕

森
田
豊
次
郎

移

川

浩

哉

三
浦
岡
野

豊

戸
田

自
也

中
田

高
橋
工
藤
松
里
網
島

静
観清

太
田
岡
田

提
多
直
信
霞
村直

五
郎

大
串
喜
代
次
繁
夫
謙
吉
泰
雅
文
吉
園
次

大
山

大
山

下
林
古
東
渡
邊

一
昭
直
治
彩
夫玄

山
本
信
太
郎
光
秋謙重

川
崎
浜
谷
安
井
小
藪
富
田
跡
部
田
村
白

厚
寛
二

小
森
南
部
戸
部
清
島

清
風晨

丹
羽

白
雨

中
島

室
野

素
月

朝
倉

山
縣

丹
治
玄
道

竹
田
大
越

永
田

米
吉
小
虎

貞 俊南富嘘
秀陽夫月泰

善
人

豊
田
宇
―
―
一
郎
秋
嶺
紀
高

渡
邊
早
崎
高

城

次

郎

河
原
崎
謙
吉

服

部

保

一

鈴

木

雪

哉

相
馬
久
保
武
藤

岡
田

多
賀
谷
健
吉

大
畑
野
原
生
野

相
馬
治
四
郎

磯

野

壽

吉

石

坂

武

一二
郎
櫻
洲
秀
峰

高
桑
増
田

近

藤

治

義

江
村
清
三
郎

飯

島

撫

山正巳

逸
陵
省―――
蕪
歎

野
生
司
香
雪
純
吉
牧
山

塩
崎
榎
本
久
保

森
田
三
橋
伊

藤

貞

夫

坂
内
龍
之
助
英
雄巌

清
光
湖
心
研
甫茂

隆
吉
長
次
逸
八
二
郎潔

良
亮
順
三
政
吉

甲
斐
石
川
吉
田

信
吉
静
也

梗
吉

松
原

香
涯

荻

生

天

泉

西

岡

純

平

廉

佐
々
木
林
風

山
田
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横
山
常
五
郎

大

塚

泰

芳
川

廷
輔

山

口

大

蔵

寺

門

祐

之

齋
藤
敬
一
郎

石
本
光
太
郎

富
田
賢
太
郎

村
山

天
壽
紫
明
重
徳
旬
五

林 桐
谷
福
富
小
村
安

村

行

雲

森
山
駁
三
郎

山
下

筑

水

竹

内

次

郎

齋

藤

謙

平
川

冬
嶺

島
田
里
喜
蔵

木
元
平
太
郎

高

橋

政

美

石
川

廣
助

佐
藤
悠
次
郎清興

岡
田

林

竹

治

郎

大
橋
幾
太
郎

中
村
安
太
郎

木

下

員

蔵

根

岸

庄

助

龍

信
五
郎

狩

野

守

久

金
上

盛

服
部

山

崎

競錬
太
郎
其
石
織
衛
米
蔵恒

甚
一
精
一
義
一
謙
一

太
田

三
宮
立
野
平
井

中
山
鷹
田
渡
部

江
森
奥
山
上
村

村

崎

政

稜

後

藤

浪

吉

横
山
新
太
郎

吉

原

雅

風

井
芹

―
二

三

浦

北

峡

伊

藤

豊

吉

平

木

清

光

永

井

幾

麻

水
島
爾
保
布

宮

坂

春

章

野
口
安
太
郎
武
江
天
洋

こ
の
第
二
回
展
に
お
け
る
宮
内
省
買
上
品
に
つ
い
て
は
次
の
記
事
が
あ

る。0
東
豪
聾
會
の
御

買

上

品

五

月

二
十
一
日
、
上
野
に
開
催
せ
る
東
蛋
聾
會

ヘ
米
田
侍
従
臨
場
せ
ら
れ
、
御
用
品
と
な
り
た
る
も
の
左
の
如
し
。

樹
下

信
雄

山

田

安

士

吉

田

金

吉

谷

柏

木

正

賢

鈴

木

玉

鳳

廣
川
榮
三
郎

神
谷
松
浦

孝
忠

三
宅
矢
部
江

太
田
菊
澤

城
戸
宮
内

龍
深子慇

杉

浦

非

水

村
上
金
次
郎

大
聖
寺
宗
三
郎

高

井

潔

福

岡

義

雄

益

田

珠

城

金
子
朔
太
郎

石

島

古

城
雄
三龍

陽
樹
神
斧

山
内

田

上

尚

之

空
閑

泰
助

吉
田

中
川

内
山
波
之
輔

古

田

正

記

大
久
保
應
洋

多
田

正
七
洗
鱗
常
三

金
井
鈴

木

久

治

長
谷
川
緑
邦

横

山

為

雄

植
松
盛
之
助

木

村

鎮

吉

水

谷

四

郎

山

村

耕

花
雅
行
忠
三

加
藤
丑
之
助

植

松

俊

郎

郷

倉

典

作

池
田
桃
太
郎

森

修

内

田

雅

愛

阿

部

務

佐
々
木
義
政
三
六
威
信毅

飯
野
狩
野

浩
吉晋

河
ロ
井
桁
渡

邊

政

一

井
上
豊
治
郎

渡
嘉
敷
真
山
戸

湯
川

直
春

岩

田

正

巳

伊
澤
晴
太
郎

山
崎
善
次
郎

矢

部

季

継

山
本
星
川
田
中
加
藤
穂
積
米
林
友
田

庄
近
武
雄
寛
嶺
二
郎
一
朗
友
衛
直
英

吉
田

勝

山

恒

射

忠
彦
春
岱
昌
利

佐

治

友

八

古
賀
瀕
四
郎

渡
邊
西
村

平
間

澤
津

田
中

田
中
田
中

山
邊
鴻
巣

重
平
善
蔵
恭
吉
繁
明

泉rp
 

一
良
茂
雄

関

澄

正

己

青

木

寛

四

郎

士

肥

賓

福

田

久

也

閥
戸
一
二
郎
右
衛
門

茂

麿

大

塚

清

雄

浦

志

富

禰

麻

田

秀

男

林

正
雄
武
雄
宜
忠

山

根

泉

介

桑
田
利
三
郎

遠

藤

誠

北

原

大

輔

小

田

繁

雄

島

内

武

敏

森秋
本
土
岡
佐
藤
鷹
巣

豊
治

夏
目

磐

瀬

純

浅

野

春

二

西

尾

聖

池

田

田
中

友

田

治

夫

齋

藤

赫
夫信

丹

羽

芳

松

得
重
常
太
郎
利
政
直
己
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宮
内
省
御
用
品

爾

寺

訪

道

鈴

木

雪

哉

筆

冬

中

村

如

等

筆

雪
の
渡
場
竹
の
下
菩
俊
筆

皇
后
宮
職
御
用
品

水

墨

山

水

小

島

濁

山

筆

残

照

吉

原

雅

風

筆

残

雪

岩

田

正

巳

筆

と
記
さ
れ
て
い

る
。

同
年
末
、
同
会
は
解
散
し
、
東
台
美
術
会
と
い
う
新
組
織
が
成
立
し
た

頁
参
照
）
。

⑫

小
林
万
吾
留
学

西
洋
画
科
助
教
授
小
林
万
吾
は
明
治
四
十
四
年
二
月
三
日
、
文
部
省
よ
り
満

三
ケ
年
フ
ラ
ソ
ス
、
イ
ク
リ
ア
、
ド
イ
ッ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
年
四
月
二
十

イ
ン
コ

品

〔
天
〕

新
芽
（
太
田
義
一
）
△
待
宵
草
（
江
森
大
壽
）
△
幽
遼
（
鶴
田
機
水
）
△
雨

〔
雲
〕

あ
が
り
（
山
脇
縞
雪
）
△
朧
月
（
石
島
古
城
）
△
冬
（
勝
田
蕉
琴
）
△
柏
に

（
渡
邊
香
涯
）
△
墨
盪
山
水
（
本
多
天
城
）

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
二
巻
第
二
号）

翌
大
正
三
年
は
十
月
に
開
校
満
二
十
五
年
紀
念
行
事
が
あ
っ
た
た
め
展
覧
会

は
見
合
せ
、
翌
四
年
三
月
十
九
日
よ
り
四
月
九
日
ま
で
竹
の
台
陳
列
館
で
第
一
―
―

回
展
が
開
か
れ
、
一
八
八
点
が
陳
列
さ
れ
て
五
四

0
0人
の
入
場
者
が
あ
っ

た
。
買
上
品
に
つ
い
て
は
上
記
月
報
第
十
四
巻
第
一
号
に

六
日
出
発
。
六
月
十
六
日
。ハ
リ
に
到
着
し
、
画
室
を
借
り
て
そ
こ
を
本
拠
に
博

物
館
や
寺
院
、
諸
展
覧
会
を
見
学
し
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス

ペ
イ
ン
を
旅
行
。
帰
途
に
ロ
シ
ア
ヘ
も
立
ち
寄
っ
た
。
大
正
三
年
六
月
三
日
帰

国
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
に
は
彼
が
フ
ロ
レ
ソ
ス
で
水
谷
鉄
也
そ

の
他
の
知
人
と
会
合
し
た
記
事
（
第
十
二
巻
第
三
号
）
や
、
帰
国
後
彼
が
『
東
京

朝
日
新
聞
』
に
寄
稿
し
た
「
一
頭
地
を
抜
く
仏
国
の
画
界
」
お
よ
び
『
毎
日
新

聞
』
に
寄
稿
し
た
「
欧
洲
見
聞
記
」
の
抜
粋
（
第
十
三
巻
第
三
号
）
の
要
旨
が
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

『
美
術
新
報
』
第
十
三
巻
第
十
、
十
一

、
十
二
号
に

彼
は
「
滞
欧
中
の
所
感
」
を
寄
稿
し
て
い
る
の
で
、
留
学
生
活
の
一
班
を
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
に
は
彼
の
留
学
中

の
模
写
で
あ
る
シ
ャ
ル
ダ
ン
作
「
カ
ル
タ
の
城
」
、
ゴ
ヤ
作
「
灰
色
の
服
の
婦
人

像
」
（
い
ず
れ
も
大
正
四
年
買
入
れ
）
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
作
「
貧
し
き
漁
夫
」
（
大

正
三
年
生
産
）
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

⑬

白
馬
会
解
散

本
校
西
洋
画
科
と
密
接
な
関
係
の
あ
っ
た
白
馬
会
は
、
所
期
の
目
的
を
達
成

し
た
こ
と
と
個
人
主
義
に
徹
す
べ
き
時
代
に
な
っ
た
こ
と
を
理
由
に
明
治
四
十

四
年
三
月
八
日
に
解
散
を
決
議
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
同
年
三
月
十
日
付
『
国

民
新
聞
』
は
次
の
よ
う
な
記
事
を
掲
げ
て
い
る
。

◎
洋
霊
界
の
異
彩

白
馬
會
解
散
す
黒
田
清
輝
氏
の
談
話

去
る
廿
九
年
の
創
立
以
来
我
國
洋
聾
會
に
多
大
の
貢
猷
を
な
し
且
常
に
氣
運

の
先
導
者
と
し
て
重
き
を
な
し
た
る
白
馬
會
は
時
勢
の
推
移
に
鑑
み
此
際
断
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